
松尾寺創建千三百年 
 今年は松尾寺創建千三百年という。寺が伝える松尾寺縁起によるとそうなるか

ら、これは間違いなく事実らしい。 
寺伝「養老２年（718）、天武天皇の皇子舎人親王が、勅命による日本書紀編纂の
折、42歳の厄年であったため、日本書紀の無事完成と厄除けの願をかけて建立さ
れた日本最古の厄除霊場です。 
親王が松尾山に参詣修行し、ご祈願の養老２年２月初めの午の日、東の山に紫の

雲たなびき（瑞雲）、千手千眼観世音菩薩が天降りご出現なされたという「松尾山

縁起」により、国運隆昌・国体安穏を祈祷申し上げる勅願寺として、歴代皇室の

御叡信厚く、後水尾天皇も御持仏の如意輪観音を下された由緒ある寺です。 
 
 


